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本書ご利用にあたっての注意事項

 ̧ 本書の著作権は株式会社日本ロックサービスに帰属します。本書の一部または全

部を当社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁じられております。 

 ̧ TAGURI は、株式会社日本ロックサービスの商標です。本書に記載されている他社

製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。 

 ̧ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに

変更される場合があり、現に購入またはご利用の製品・サービスとは一部異なる場

合があります。 

 ̧ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記

載漏れなどがありましたら、お買い求めになった販売店または「TAGURI サービスサイ

ト（http://www.taguri-iot.com/cam）」までご連絡ください。 

 ̧ 本サービスは、日本国内でのみ使用されることを前提に設計されています。日本国

外では使用しないでください。また、当社は、本製品に関して日本国外での保守ま

たは技術サポートを行っておりません。 

 ̧ 当社は、製品・サービスの不具合について、一定の条件下で修理または交換を保証

しますが、記憶されたデータの消失・破損については、保証致しかねます。必要なデ

ータはバックアップを作成してください。 

 カメラデバイスは、出荷時に本サービスに最適化（設定）されております。 

 TAGURI@CAMサービスをご利用のお客様は、販売店またはサービス提供事業者 

 からの特別な事由が無い限り、出荷時設定値のままご使用ください。 

 規定値を変更される場合、本サービスの品質を保証することはできかねます。 

あらかじめご了承ください。 

カメラ本体の設定変更について 
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1. IP カメラ 接続 

1.1 コンピュータのIP アドレスの変更を通じた接続 

IPカメラに初期設定されたアドレスにアクセスするためにコンピュータのネットワーク情報を変更します。 

(1)IPカメラに初期設定されたネットワーク情報は、次のとおりです。 

IPアドレス: 192.168.0.111 

サブネットマスク: 255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ: 192.168.0. 

Web Port: 80 

(2)コンピュータに設定するネットワーク情報は、IP カメラに使用するような帯域にIPアドレスを入力します。 

IP アドレス: 192.168.0.2 (~254) 

ブネットマスク: 255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ: 192.168.0.1 

 

 

 

 

（3）IPカメラとコンピュータを直接またはネットワークハブを介して接続します。 

1  WebブラウザのアドレスバーにIP Cameraアドレスのhttp://192.168.0.111を入力します。 
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1.2 NET SETUP プログラムを通じたIP アドレスを変更 

コンピュータとカメラの間1：1でLAN接続しようとする場合、コンピュータは、任意の固定IPアドレスを持つ必要があります。 

コンピュータが、基本的にDHCPになっており、HUBやルータのLOCAL網に接続されている場合、カメラもHUBやルータのLOCAL網に加えて

LAN接続をします。 

もし、DHCPのコンピュータをカメラと1：1で接続すると、下の図のように、コンピュータはIPアドレスを持たなく 、カメラに接続することができなく

なります。 

 

（１） プログラムを実行します。 

 

 

 

（２）  カメラのMACアドレスを確認した後、選択した後、右クリックして、「Assign IP Address.. "メニューを選択します。 

 

 

 

（３）  変更しようとするネットワークの情報を入力した後、「Assign」します。 
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2.  IP カメラ接続 

1.1  ログイン画面 

Internet接続が可能なPC Web Browser（Internet Explorer、Netscape）を実行した後、接続します。 

 Webブラウザを介して接続したIP DVRカメラに初期画面は、 

LIVEページにアクセスユーザ名とパスワードの入力を求めるウィンドウが表示されます。 

- ID：admin 

- Password：admin0 

 

（２）映像を表示するには、ActiveXをインストールした後、使用するかどうかを許可する必要があります。 

 

  

 

（３）各主要メニュー画面は、次のとおりです。 

- LIVE：初期接続画面でもあり、リアルタイムの映像を監視する画面です。 

- PLAY BACK：カメラ内蔵メモリーに保存された映像を検索して再生する画面です。 

- SETUP：カメラの動作を設定する画面です。 
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1.2  Live 画面 

初期接続画面でもあり、リアルタイムの映像を監視する画面です。 

 

    

(１) 画面上の各メニューについて説明します。 

 

項目 機能 説明 

 
 

ビデオチャンネルを選択します。 

 
Display Size 

 

fit：Web Browserサイズに合わせて画面が表示されます。 

100％：映像の実際の解像度サイズの画面に表示されます。 

 
Video 

 
Stop 

リアルタイム映像を停止します。 

 
Play 

リアルタイム映像を再生します。 

 
Snapshot 

現在の出力中の映像をすぐにPCに保存します。 

 
Full 

映像画面をモニターのフルサイズに合わせて表示させます。 

「ESC」キーを押すと、元のサイズに戻ります。 
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1.3   PLAY BACK 画面 

カメラ内蔵メモリーに保存された映像を検索して再生する画面です。 

        

(１) 画面上の各メニューについて説明します。.  

 

機能 説明 

 
Stop 

再生中の映像を停止します。 

 
Still Rewind 

前のフレームに移動します。 

保存映像がMPEG-4の場合、以前のI-フレームに移動します。 

 
Play 

再生を開始します。 

 
Still Forward 

次のフレームに移動します。 

 
Snapshot 

現在の出力中の映像をキャプチャーして画像としてPCに保存します。 

 

Calendar 

カレンダーボタンを押すと、保存された情報を示し、 

保存された映像がある日付は太字で表示されます。 

 

Backup 

保存された映像をAVIファイル形式でPCにバックアップします。 

 
Speed 

再生速度を調整します。 

 

保存された情報と映像を読むことを示します。 
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(２) 保存された情報およびビデオ検索方法です。 

- 日付の横のカレンダーボタンをクリックします。 

. 

  

 

-  保存された映像がある日付は太字で表示されます。日付をクリックします。 

 

 

 

-イベントのない映像は水色で、イベントがある映像を青で表示されます。 

グラフの上の時間をクリックすると、その時間の映像を示します。 

 

 

-映像を再生するには、「Play」ボタンをクリックするか、グラフの上でダブルクリックします。 

 

 

(３) 映像のバックアップ方法です。 

- ‘Backupボタンをクリックします。 

- ‘Saving Periodでバックアップする時間を選択した後「Start」ボタンをクリックします。 

 

 

 

-保存するファイル名の入力とパスを指定します。 

 

 

 

3.  IP カメラ  設定 
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3.1  System -  カメラの時間とパスワードの設定 

システム時間、アカウント管理、初期化に関する設定を行うことができます。 

(１) Set Manually - 手動設定でカメラの時間を設定します。 

(２) Set with Computer time - 接続されているPCの時間とカメラの時刻を同期します。 

(３) Sync with NTP Server - NTPサーバーのアドレスを入力して、カメラの時刻を同期します。 

①Sync with NTP Server値を「Check」した後、NTPサーバーのアドレスを入力します。 

(４) ユーザーアカウントとパスワードを変更することができます。 

②カメラの接続セキュリティのために、最初のアカウントのパスワードで変更してください。 

(５) Factory Default - システム設定情報の項目を初期値に変更しようとするときに使用します。 

変更後は、システムを再起動する必要があります。ただし、ネットワーク情報は変更されませんので、 

リモートでも使用することができます。 

(６) Reboot - システムを再起動しようと（booting）するときに使用します。 

 

 

 

 ̧ サーバーのアドレスをドメイン名入力時、カメラのNetwork設定は、DNSアドレスを入力する必要があります。 

Networkタイプが有線のDHCPまたは、LTEモデム通信を使用した場合には、自動的にDNSアドレスが入力されます。 

 ̧ NTPサーバの設定は、カメラを再起動時に、適用されて動作します。 

 

á 

â 
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Security -  Web サーバーのアクセスのセキュリティの設定 

特定のネットワークグループとIPユーザーへのアクセスを許可または制限することができる機能です。 

① IP Filtering：「Enable」の設定で使用の有無を選択します。 

② Set：設定したリスト1～10のうち、活性化させようとするものを選んで選択し、 

1番を皮切りにFiltering条件を順番に適用されます。 

③ IP Address：指定しようとするネットワークグループIPアドレス、または特定のIPアドレスを入力します。 

④ Subnet mask：IPアドレスとSubnet 

mask値を組み合わせて、そのネットワークグループ内のIPアドレスの範囲を指定することができます。 

例えば、255.255.255.255は32となるものであり、255.255.255.0を使用する場合、24になります。 

⑤ Policy：指定されたIPアドレスの範囲をアクセス許可または制限するかどうかを選択します。 

（Accept：同意/ Deny：拒否） 

    

 ̧ Subnet mask入力数値の計算は、255.255.255.255はバイナリで見た時に、 

11111111.11111111.11111111.11111111であるため、bit数が合計32個であり、255.255.255.0は11111111.

11111111.11111111.0であるため、bit数は、合計24個になるのです。 

 ̧ 設定したIPアドレスとSubnet mask値をbitごとにANDした値とカメラにアクセスしようとするIPアドレスと 

Subnet mask値をbitごとにANDした値と同じ場合にのみ、アクセスを許可または制限されます。 

1～10の順で条件ごとに適用され、最終的に通過されたものを用いてください。 

 ̧ たとえば、IP DVR CAMERA IPアドレスは、192.168.1.200であり、192.168.1.1～254グループの両方を 

アクセス制限するようにして、但し192.168.1.254アドレスのみがアクセスできるようにするには、次のように設定します。 

 

 

á 
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3.2  Video  -  カメラ映像の設定 

カメラ映像に関する設定を行うことができます。 

① Text on Image：Date＆Time Displayを「Click」すると、映像に時刻と日付が含まれます。 

      Text Displayを「Click」すると、映像に「Text」が含まれます。 

② Privacy Mask：映像内の特定の区域にマスクをかぶせて撮影できないように設定します。 

③ H.264 Stream：H.264映像圧縮Resolution（解像度）、Bit-rate Control（画質）、 

GOV Length、Frame-rate、H.264 Profileを設定します。 

④ カメラはDual Streamをサポートして、2番目StreamのためのSecondaryを設定します。 

⑤ Motion JPEG Stream：カメラはJPEG Streamをサポートし、Resolution（解像度）、 

Quality（画質）、フレームレートを設定します。 

  

 

 

 ̧ 設定値を適用時に、カメラが適用動作する数秒間映像が切れてしまいます。 

 ̧ JPEG Streamは、Event Video Sourceとして使用され、Event設定時にEnableに「Check」を入れる必要があります。 

 ̧ Privacy Maskは、最大3つの領域まで設定することができ、Streamごとに指定して設定します。 

á 
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3.3  カメラ -  カメラの設定 

カメラ機能に関する設定を行うことができます。 

① LENS Type：Manual Lensとして固定されています。 

② Manual Shutter：シャッタースピードを設定します。 

- Auto(基本), 1/30 ~ 1/10000 

 

③ White Balance（映像の色バランスを調整）modeを設定します。 

- ATW(基本)/ Indoor/ Outdoor/ AWB 

 

④ WDR（ワイドダイナミックレンジ補正）機能の動作するかどうかを設定します。 (On/Off) 

 

⑤ Defog（霧除去）機能を設定します。 

- Operation：On / Off動作するかどうかを設定します。 

- Active Area：動作領域を設定します。 (Small / Middle / Full) 

 

⑥ Digital Image Stabilizer（デジタルブレ補正）機能の動作するかどうかを設定します。（On / Off） 

 

⑦ Day＆Night機能を設定します。 

- Operation：Auto（既定値）、Color、B/ W動作するかどうかを設定します。 

- Auto Detect mode：CDS（基本）/ AGC動作するかどうかを設定します。 

- CDS Signal Active Type：CDSモード設定時High/ Low（デフォルトの）動作するかどうかを設定します。 

 

⑧ SENS-UP機能を設定します。 

- Operation：Off/ Auto動作するかどうかを設定します。 

- Level：x2～x30動作レベルを設定します。 
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⑨ 2DNR（2Dノイズ除去）機能の動作するかどうかを設定します。（On / Off） 

  

⑩ 3DNR（3Dノイズ除去）機能を設定します。 

- Common mode：On / Off動作するかどうかを設定します。 

  Control Mode：Auto/ Manual動作するかどうかを設定します。 

  Level：0～100の動作レベルを設定します。 

  Linear Mode：On / Off動作するかどうかを設定します。 

  Linear AGC：0～15の動作値を設定します。 

  Start AGC：0～100の動作の値を設定します。 

  End AGC：0～100の動作の値を設定します。 

- Smart Mode：On / Off動作するかどうかを設定します。 

         Sensitivity：0～100の動作感度を設定します。 

 

⑪ Image Tuning機能を設定します。 

- AGC Limit：Off/2～14の機能を設定します。 

- Brightness：0～15映像の明るさを設定します。 

- Sharpness：0～15映像の鮮明度を設定します。 

- Lens shading compensation：On / Off動作するかどうかを設定します。 

- Smart IR：On / Off動作するかどうかを設定します。 

- Mirror Mode：Off/ Mirror/ V-Flip/180'Rotate動作するかどうかを設定します。 

 

è 
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⑫ Defect Pixel Correction（不良ピクセル補正）機能を動作します。 

 

3.4  Network  -  ネットワークの設定 

基本的な有線ネットワークに関する設定を行うことができます。 

① Dynamic DNS Server：外部からのカメラ接続時、固定ドメインアドレスに接続しようとする場合、設定する 

項目で、本機能を使用するには、カメラと連動することができる当社DDNSサーバのアドレスを入力します。 

② Web Server Port：Webサーバーのポートの値を設定します。 

③ RTSP Port：RTCPプロトコルに使用されるポートの値を設定します。 

     

 ̧ Dynamic DNS Server : ns.wisecam.co.kr 

 ̧ カメラのMACアドレスが「00：30：ba：fe：24：5d」の場合、固定のドメイン名でアクセスアドレスは 

http://wfe245d.wisecam.co.krになります。 

④ Network Type：有線Static IPとDHCPをサポートします。 

⑤ Static IP：固定IPアドレスを設定します。 

     

 ̧ DNSserverのエントリは、カメラの設定内容の中のドメイン名を使用した場合は必ず入力する必要があります。 

⑥ UPNP Clientを使用の有無を設定します。 

⑦ RTSP Serverを使用の有無を設定します。 

⑧ Onvif Serverを使用の有無を設定します。 

⑨ UPNP Serverを使用の有無を設定します。 

   

á 

â 

ã 

ä 

å 

æ 

ç 

è 

é 

ì 



[本書ご利用にあたっての注意事項(P.2)] 
 

 15 

⑩ IP Information：カメラのIP情報を確認することができ、有線の場合はeth0の情報を参照してください。 

   

3.5  Cloud  -  サービスタイプの設定 

カメラのサービスタイプに関する設定を行うことができます。 

① 「Enable」を設定すると、選択されたサービスタイプが動作します。 

② Cloud Service：[Wise CCTVサービスプラットフォーム]と連動してサービスされます。 

③ Streaming Service：[P2P with Streaming Server]サービスされます。 

④ 選択したサービスタイプに応じたサーバーのアドレスを設定します。 

 

 

 

● 日本のサービスアドレスは、次のとおりであり、別のF/ Wアップデートを使用して変更する必要があります。 

Cloud Service -  Server Address : choncam.cho-co.jp 

Streaming Service – Server Address : chostrraming.cho-co.jp 

 

 

3.6  Mobile  – LTEモデムの設定 

LTE通信接続に関する設定を行うことができます。 

① 「Enable」を設定すると、接続されたLTE Modemを介した通信接続がされます。 

② Modemで接続されたモデムを設定します。 

 

 

-  CTR-220: Korea, SKT 

KYM11：Japan、KDDI、「クローズドNetwork」 

 

● モデムのモデルと通信社によって、接続ができない場合がありますので、インストール前に接続があることを確認してください。 

● これらの設定値を、カメラを再起動時に、適用されて動作します。 
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3.7  Motion Detention  -  モーション検出設定 

モーション検知のために検出領域と感度の設定を行うことができます。 

①モーション検知エリア（12分割）を設定します。 

- 左クリック：設定（青）/右クリック：オフ 

② Sensitivity：モーション検知感度を設定します。 

③ Select All：画面全体をモーション検出領域に設定します。 

Clear All：画面全体をモーション検出領域から解放します。 

④ Start Test：モーション検知の動作するかどうかをテストします。 
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3.8  Event  -  イベント通知の設定 

どのような条件（Condition）によってイベントが発生したとき、どのように行動（Action）を行うかどうかを設定することができます。 

(１) Event - 「Enable」を設定すると、イベント全体の設定が有効になります。 

(２) Video Source - Actionに使用するビデオソースとFrame rate（Max10fps）を設定します。 

Motion JPEGのみ使用可能であり、Videoメニューから「Enable」の設定がされている必要があります。 

(３) Condition - イベントの発生条件を設定します。 

① Motion：モーション検出を使用の有無を設定します。 

-Continuous motion number for event：値を3に設定した場合、モーションが連続的に3回以上発生した場合、 

イベントが発生したとみなされます。 

- After motion event, Interval time for motion checking: 値を60に設定した場合、モーションイベントが発生し、 

60秒経過後からモーション検知を開始します。 

② Schedule：イベントCondition動作時間を設定します。 

     

(４) Action - Conditionで選択したイベントが発生したとき、それに伴うActionを設定します。 

① Email：イベントが発生した時点を基準に画像を集めてemailに送信します。 

- Attached, Before image number : 現在の時点で、いくつかの過去の画像を送信するかを設定します。 

- Attached, After image number : 現在の時点で、いくつかの未来のイメージを送信するかを設定します。 

- SMTP server : 送信メールサーバーを設定します。 

- Receiver address : 受信メールアドレスを設定します。 

- Sender address : 送信メールアドレスを設定します。 

- Enable SMTP Authentication : SMTPメールサーバーの認証を設定します。 

- Subject：送信メールの件名を設定します。 

- Message：送信メールメッセージを設定します。 

á 
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② ②Call URL：イベントが発生したときに呼び出されるURLを設定します。 

-必ず「http：//」文字列で開始する必要があり、10秒以上応答がない場合、接続が終了します。 

  

③ FTP：イベントが発生した時点を基準に画像を集めてFTPに送信します。 

- Saved Filename：ファイルに付ける画像の名前を設定します。 

- Use Passive Mode：ファイアウォールにより、外部ネットワークから内部ネットワークへの接続ができないときに使用します。 

- Before image number：現在の時点を基準に、いくつかの過去の画像を送信するかを設定します。 

- After image number：現在の時点を基準に、いくつかの未来のイメージを送信するかを設定します。 

  

④ TCP Message Transfer：イベントが発生するかどうかをリアルタイムで外部に知らせる必要があるときに使用する機能です。 

- Message Option：FTP機能によって生成されたCenter画像ファイル名をメッセージに貼り、送信します。 

 （FTP機能が無効になっている場合、このオプションは無視されます。） 
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3.9   Record  -  カメラの録画設定 

カメラ録画映像に関する設定を行うことができます。 

① Record：「Enable」を設定する必要が、設定された録画モードに応じて、録画が開始されます。 

② Video Source：高画質（高解像度）録画は「Primary」を、低画質（低解像度）録画は「Secondary」を選択します。 

（高画質録画は良い品質の映像を得ることができるようにストレージ容量を多く占めるので、録画時間が減ることがあります。） 

③ Event Condition : 「Motion」に「Check」すると、Digital Motionで検出されたEvent情報が記録情報に含まれます。 

④ Record Method'：'「Event Images Only」を選択すると、Eventが発生した場合にのみ録画をして、「Image Stream」を 

選択すると、常に録画します。 

「Event Images Only」を選択時には、Event Conditionを必ず「Check」する必要があります。 

⑤ Schedule：一日の「Check」された時間帯のみ録画がされます。 

⑥ SD Storage：装着されたSD CARDの容量値の情報を確認したり、Formatすることができます。 

Formatリクエスト時、カメラはすぐに再起動しながら、Formatを行います。 
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3.10   Software Upgrade  -  ファームウェアのアップグレード 

製品のソフトウェアのバージョンをアップグレードするときに使用します。 

① 参照：アップグレードするファイルを検索して選択します。 

② Update：ボタンをクリックすると、アップグレードが開始されます。 

アップグレードファイルの容量とネットワーク帯域幅に応じてアップグレードにかかる時間が多少異なる場合があります。 

必ず完了のメッセージが出てくるまで待つ必要があります。 

 

 

 

3.11   System Log  -  System Log の構成 

システムログに残る情報は、次のとおりです。 

(１) システムが起動された時間。 

(２) Recordメニューから「Format Recording Memory」コマンドを実行すると、関連情報を残します。 

(３) EventメニューのActionが発生したときの情報を残します。 

① Refresh：システムログ情報を更新します。 

② Log Clear：システムログの内容をすべて削除します。 
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3.12   Layout  –カメラタイトルとロゴの設定 

カメラのタイトルおよびロゴに関する設定を行うことができます。 

① 左上に表示されるアイコンLOGOイメージを設定します。 

② アイコンのLOGOイメージをクリック時、移動するサービスサイトのアドレスをリンクします。 

http://www.taguri-iot.com/support/ 

③ カメラタイトルを設定します。 

④ 初期画像表示画面で見せてくれる映像チャンネルを設定します。 

  

 

 

3.13  Version  -  カメラの情報を表示 

製品に関する情報を確認することができます。 

(１) Model name - モデル名を表示します。 

(２) Version info - ファームウェアのバージョンを表示します。 

(３) Mac address - MACの情報を表示します。 

 

  

① 
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